
 平成 31 年度における平塚市総合計画の取組状況の総括 

１ 概要 

 総合計画実施計画事業については、全体最適の視点から施策単位での行政評価を実施し、

計画の着実な推進を図ることとしています。 

  この度、平成 31年度版実施計画（補完版含む）に掲げる 170 事業が終了したため、平成

31 年度※の取組状況をまとめました。  

各施策に掲げた指標の平成 31 年度の実績値のうち、63％の指標が平成 31 年度の目標値

を達成しました。 

なお、今年度の行政評価は、新型コロナウイルス感染症の影響により先を見通すことが困難

なこと等を踏まえ、施策評価シートの「課題」及び「取組方針」を公表しないこととしました。 

各施策の進め方については、次年度（2021 年度版）の実施計画書にて、お示しします。 

※本資料では、進捗状況をより分かりやすく段階的に示すために令和元年度ではなく、 

平成 31年度と表記しています。 

 

２ 数値目標、重要業績評価指標（ＫＰＩ）及び成果指標の評価について 

基本計画では、成果を見極めるために、重点施策に数値目標と重要業績評価指標 

（ＫＰＩ）を、分野別施策に成果指標を設定しています。各目標値においては、計画期間の

中間年である平成 31 年度及び最終年である令和 5 年度の値が設定されており、今年度は、

平成 31 年度の実績値と目標値を比較して評価をしました。 

 

３ 重点施策における指標の集計結果 

・ 平成 31 年度の実績値が平成 31年度の目標値を達成した数値目標は、全 11 指標中、 

  ９指標（82％）でした。 

・ 平成 31 年度の実績値が平成 31 年度の目標値を達成した重要業績評価指標（ＫＰＩ）は、

全 27 指標中、20 指標（74％）でした。 

重点施策 

数値目標 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指 
標 
数 

達成 未達成 
指 
標 
数 

達成 未達成 

Ⅰ 強みを活かした 

しごとづくり 
４ ３ １ ６ ６ ０ 

Ⅱ 子どもを産み育て 

やすい環境づくり 
１ ０ １ ７ ２ ５ 

Ⅲ 高齢者がいきいきと
暮らすまちづくり 

２ ２ ０ ７ ５ ２ 

Ⅳ 安心・安全に 

暮らせるまちづくり 
４ ４ ０ ７ ７ ０ 

計 11 ９ ２ 27 20 ７ 

・  未達成の２つの数値目標のうち、１つの指標については、平成 29 年度及び 30年度に目

標に到達しているため、基本計画の見直しにおいて、令和５年度目標値を上方修正しま

した。 

・ 未達成の７つの重要業績評価指標（ＫＰＩ）のうち、基本計画の見直しにおいて、３つ

の指標について、指標の内容を変更し、１つの指標について、施策の推進を図るため、

新たな指標を追加しました。 

・ 未達成の指標については、令和５年度の目標達成に向けて、取組を進めます。 



４ 分野別施策における指標の集計結果 

・ 平成 31 年度の実績値が平成 31 年度の目標値を達成した成果指標は、全 72 指標中、 

40 指標（56％）でした。 

分野別施策 

成果指標 

指標数 達成 未達成 

１ 豊かな心と文化をはぐくむ 

まちづくり 
 18※ ８ 10 

２ 安心して暮らせる支え合いの
まちづくり 

24 16 ８ 

３ 自然と人が共生する 

まちづくり 
15      ９ ６ 

４ 活力とにぎわいのある 

まちづくり 
15 ７ ８ 

計 72 40 32 

・ 未達成の 32の成果指標のうち、基本計画の見直しにおいて、８つの指標については、指 

標の内容を変更し、３つの指標については、指標を変更しました。また、２つの指標に

ついては、平成 30 年度等に目標に到達しているため、令和５年度目標値を上方修正しま

した。 

・ 未達成の指標については、令和５年度の目標達成に向けて、取組を進めます。 

 

※ 基本施策１－②「教育環境を充実する」の成果指標「いじめの解消率（小中学校）」は、 

平成 29 年３月に国の「いじめの防止等のための基本的な方針」が改定され、いじめの解

消の定義が見直されたことに伴い、いじめが解消している状態のとらえ方が変更された

ため、本集計の対象外としています。 

 

（参考） 平成 31 年度分野別施策における決算見込み額の集計結果 

分野別施策 
対象 

事業数 

決算見込み額 

(千円) 

１ 豊かな心と文化をはぐくむまちづくり 53 2,655,468 

２ 安心して暮らせる支え合いのまちづくり 59 9,015,192 

３ 自然と人が共生するまちづくり 25 985,360 

４ 活力とにぎわいのあるまちづくり 33 4,381,642 

計 170 17,037,662 

 



区
分

施策
番号

施策名 指標名
指標の
種類

単位
平成28年度
実績値

平成29年度
実績値

平成30年度
実績値

平成31年度
実績値

平成31年度
目標値

目標値に達しなかった理由 基本計画の見直しにおける対応

創業者数【年間】 人 22 25 22 33 20 － 令和５年度目標値を上方修正

工場の新設や増築を行った企業数【累計】 件 11 14 19 20 20 － －

農地利用集積面積【累計】 ha 113 117 122 128 120 － 令和５年度目標値を上方修正

入込観光客数【年間】 万人 729 765 755 734 736 平成29年度及び30年度実績値は目標値を達成したが、平成31年度は台風等の天候の影響により主要な観光施設の利用客が減少したため。
令和５年度目標値を上方修正

事業拡大や新技術・新商品等の相談・紹介件数
【年間】

件 53 34 63 53 50 － 令和５年度目標値を上方修正

魅力化実施店舗数【累計】 店舗 31 39 46 53 50 － －

創業支援件数【年間】 件 157 152 206 244 180 － 令和５年度目標値を上方修正

新たな農の担い手数【累計】 人 24 39 49 59 38 － 令和５年度目標値を上方修正

産業間連携による新事業支援件数【累計】 件 16 25 32 35 29 － 指標内容の変更

市外の観光キャンペーン等への参加回数【年間】 回 15 20 21 21 15 － 令和５年度目標値を上方修正

Ⅱ
子どもを産み育てや
すい環境づくり

合計特殊出生率 数値目標 - - - - 1.31 1.42 重点施策Ⅱの７つのKPIのうち５つが未達成だった。また、合計特出生率は未婚の女性も算定に含まれ、５０歳時の未婚割合の上昇も影響しているため。
参考指標を追加

乳児家庭全戸訪問の訪問率【年間】 ％ 93.4 95.4 96.1 95.3 95.4 平成29年度及び30年度実績値は目標値を達成したが、平成31年度は長期里帰り、未熟児での入院中、訪問拒否等で訪問ができなかったため。
－

産科・小児科（周産期）の救急受診患者の受入
数【年間】

人 3,458 3,063 3,088 3,067 2,150 － 指標内容の変更

妊婦健診の受診率【年間】 ％ 94.1 96.5 95.9 96.0 96.9 妊娠届出後の転出者がいるため。 新たな指標の追加

保育園等の待機児童数 人 32 34 22 15 0 施設整備により入所定員の増を図ったものの、出産後も働くことを希望する女性が増加傾向にあるため。
－

放課後児童クラブの受入可能児童数 人 1,098 1,131 1,205 1,205 1,466 保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生の利用ニーズの範囲内で、放課後児童クラブを設置したため。
指標内容の変更

子育て支援センター・つどいの広場の利用者数【年間】 人 64,066 62,680 61,223 52,522 65,000
主な利用対象の３歳までの子どもの人口減少と保育所利用者が増加したため。
また、令和２年３月は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、施設を臨時休
所したため。

指標内容の変更

介助員数 人 84 101 115 122 85 － 令和５年度目標値を上方修正

要介護認定を受けていない市民の割合（75歳～79歳） ％ 91.3 91.8 91.8 91.5 90.8 － 令和５年度目標値を上方修正

高齢者サロンの参加者数【年間】 人 101,885 166,532 175,164 177,127 61,000 － 令和５年度目標値を上方修正

地域で奉仕活動等を行っている高齢者の数【年間】 人 25,477 22,418 25,527 23,451 14,000 － 令和５年度目標値を上方修正

町内福祉村ボランティア登録者数 人 1,670 1,810 1,945 1,984 2,100 高齢者の就労率が増加傾向にあること、及び町内福祉村の新規開設がないため。
－

地区公民館の地域人材講師の登録件数 人 126 110 129 138 350 新規登録者がいる一方で、登録者の高齢化が進行しているため。 指標内容の変更

Ⅲ－（２）
高齢者の健康づくり
を支援する

健康チャレンジリーダー養成者数【累計】 人 44 73 96 114 100 － －

地域包括ケアシステムが構築されている地区数 地区 0 4 6 7 6 － 指標の変更

認知症サポーター養成者数【累計】 人 14,516 18,082 20,794 23,387 13,800 － 令和５年度目標値を上方修正

成年後見制度出張講座等参加者数【累計】 人 1,407 2,219 2,773 3,175 2,270 － 令和５年度目標値を上方修正

地域団体等が実施する防災訓練数【年間】 回 410 416 407 403 332 － 令和５年度目標値を上方修正

床上浸水が発生している重点対策地区数【年間】 地区 6 6 0 0 0 － 指標内容の変更

窃盗犯の発生件数【年間】 件 893 794 686 680 880 － 令和５年度目標値を上方修正

交通事故の発生件数【年間】 件 1,060 922 843 716 970 － 令和５年度目標値を上方修正

防災活動事例の紹介件数【年間】 件 76 78 88 89 70 － 令和５年度目標値を上方修正

保存食の種類数 種類 4 4 5 6 6 － －

総合浸水対策重点地区の整備進捗率【累計】 ％ 44 70 94 100 100 － 指標内容の変更

市と関係団体による防犯活動数【年間】 回 33 40 40 35 22 － 令和５年度目標値を上方修正

消費生活相談において消費者自らが相手方と交
渉できるよう助言した件数の割合

％ 81 85 89 87 82 － －

交通安全教室の開催数【年間】 件 215 222 224 224 210 － 令和５年度目標値を上方修正

平塚駅3km圏の自転車ネットワーク整備率【累計】 ％ 12 18 24 33 33 － －

重点施策の指標一覧

重
点
施
策

Ⅰ
強みを活かしたしごと
づくり

数値目標

Ⅰ－（１）
基幹産業の競争力を
強化する

KPI
（重要業績
評価指標）Ⅰ－（２）

多様な担い手が活躍
する機会をつくる

Ⅰ－（３）
地域資源を活用した
新たな事業を創出す
る

Ⅱ－（１）
若い世代の結婚・出
産を支援する

KPI
（重要業績
評価指標）Ⅱ－（２）

安心して子育てがで
きる環境をつくる

Ⅱ－（３）
子どもの健やかな成
長を支援する

Ⅲ－（１）
高齢者が活躍する機
会をつくる

Ⅲ
高齢者がいきいきと
暮らすまちづくり

Ⅳ
安心・安全に暮らせ
るまちづくり

数値目標

Ⅳ－（１）
災害に強い地域づく
りを推進する

KPI
（重要業績
評価指標）Ⅳ－（２）

犯罪や消費者被害を
防止する

Ⅳ－（３）
交通安全対策を推進
する

数値目標

KPI
（重要業績
評価指標）

Ⅲ－（３）
地域が高齢者を支え
る環境をつくる



区
分

施策
番号

施策名 指標名
指標の
種類

単位
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
平成31年度

実績値
平成31年度

目標値
目標値に達しなかった理由 基本計画の見直しにおける対応

授業（国語、算数）の内容がよく分かると回答した児童
の割合（小学校）

％ 77.3 76.4 79.0 80.4 78.5 － －

授業（国語、数学）の内容がよく分かると回答した生徒
の割合（中学校）

％ 67.1 70.9 71.9 73.5 70.5 － －

自分にはよいところがあると回答した児童の割合
（小学校） ％ 72.2 74.0 78.9 77.5 74.5 － 令和５年度目標値を上方修正

自分にはよいところがあると回答した生徒の割合
（中学校） ％ 65.1 69.1 75.3 70.9 68.5 － 令和５年度目標値を上方修正

不登校児童の出現率（小学校） ％ 0.47 0.67 0.72 0.76 0.47 指標の変更

不登校生徒の出現率（中学校） ％ 2.82 3.41 3.68 3.85 2.85 指標の変更

いじめの解消率（小学校）※ ％ 100 77.3 66.9 84.2 100 指標の変更

いじめの解消率（中学校）※ ％ 98.8 88.4 78.5 89.3 100 指標の変更

各種講座・講習会への参加者数（年間） 人 49,000 46,845 46,836 43,618 49,000 平成28年度実績値は目標値を達成したが、平成31年度は台風や新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、中止になった事業があったため。

－

博物館・美術館の特別展の観覧者数（年間） 人 148,097 137,906 198,813 99,087 138,900 平成28年度及び30年度実績値は目標値を達成したが、平成31年度は新型コロナウイルス感染症対策とし
ての臨時休館や機器更新のためのプラネタリウム投影の休止など、観覧できない期間が生じたため。

令和５年度目標値を上方修正

各種スポーツ大会等参加者数（年間） 人 7,408 7,476 8,002 7,532 8,300
新型コロナウイルス感染症の影響により、実施できかった事業があったため。また、スポーツに対する志向
の多様化などによる競技人口の減少傾向があり、参加者数の増加を図ることが難しい状況となっているた
め。

－

スポーツ施設利用者数（年間） 人 1,955,144 1,919,436 1,877,502 1,419,136 2,327,850 体育館の改修、台風による浸水被害、及び新型コロナウイルス感染症などの影響により、利用できない期
間が生じたため。

指標内容の変更

青少年指導員の地域活動率 ％ 82 83 80 74 83 平成29年度実績値は目標値を達成したが、平成31年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、活動
を休止したため。

－

愛護指導件数（年間） 件 1,354 1,140 1,122 1,348 2,140 － 令和５年度目標値を上方修正

友好都市物産展来場者数（年間） 人 13,217 12,349 10,100 14,569 19,500 友好都市主催事業が休止となったこと等により、来場者数が減少したため。 指標内容の変更

国際交流事業参加者数（年間） 人 3,173 4,582 4,509 4,257 5,000 事業の終了や中止等により、参加者数が減少したため。 指標内容の変更

市民・大学交流委員会主催の事業数（年間） 事業 13 13 14 17 16 － －

１－⑦
平和意識の普及・啓発を推
進する

平和事業への参加者数（年間） 人 4,621 4,282 4,330 4,070 4,000 － 令和５年度目標値を上方修正

人権事業への参加者数（年間） 人 820 688 679 644 300 － 令和５年度目標値を上方修正

市審議会等における女性委員割合 ％ 24.6 25.2 25.6 25.9 33.0
女性の登用推進について庁内へ更なる周知を徹底するとともに、委員改選が予定される課に対してヒアリ
ングを実施する等の取組みを行ったが、意識啓発が十分に図れなかったことや委員改選のある市審議会
等が少なかったため。

－

保育園の待機児童数 人 32 34 22 15 0 施設整備により入所定員の増を図ったものの、出産後も働くことを希望する女性が増加傾向にあるため。 －

放課後児童クラブの待機児童数 人 10 4 0 0 0 － －

がん検診の受診率 ％ 15.2 14.9 16.1 15.8 16.5 台風及び新型コロナウイルス感染症の影響で中止せざるを得なかった集団検診があったため。 －

特定健康診査（こくほの健診）の受診率 ％ 33.0 33.1 34.3 32.9
（速報値）

39.0

受診し忘れ防止の観点から早期受診を促す目的で、受診期間を３月末から１月末短縮したが、
次の理由により目標を達成できなかった。
・新型コロナウイルス感染症の発生から受診を見送った対象者がいたため
・インフルエンザの流行が例年よりも早かったことから受診を見送った対象者がいたため
・受診期間内に希望する医療機関に人間ドックを予約できなかった対象者がいたため

－

町内福祉村ボランティア登録者数 人 1,670 1,810 1,945 1,984 2,100 高齢者の就労率が増加傾向にあること、及び町内福祉村の新規開設がないため。 －

成年後見制度出張講座等参加者数（累計） 人 1,407 2,219 2,773 3,175 2,270 － 令和５年度目標値を上方修正

ゲートキーパー養成者数 人 2,005 2,462 2,985 3,576 2,600 － 令和５年度目標値を上方修正

健康チャレンジリーダー養成者数（累計） 人 44 73 96 114 100 － －

認知症サポーター養成者数（累計） 人 14,516 18,082 20,794 23,387 13,800 － 令和５年度目標値を上方修正

在宅福祉サービス利用者数（年間） 人 2,748 2,853 2,937 2,951 3,050 サービスの支給決定者数は増加しているが、夏の猛暑や新型コロナウイルス感染症の影響等が通所系
サービスの利用控えに繋がったため。

－

ひらつか就労援助センターの支援を受けながら就労して
いる人数（年間）

人 359 384 426 470 350 － 令和５年度目標値を上方修正

自治会への加入世帯数　 世帯 79,849 79,931 79,908 79,372 80,400 ライフスタイルの変化等による自治会退会世帯や未加入世帯の増加のため。その他、役員のなり手不足
等による一部の自治会の活動休止のため。

－

ひらつか市民活動センター年間延べ利用団体数（年間） 団体 6,559 6,588 6,405 5,188 7,100
平成30年度は、市民活動センター移転準備により、年度末に休館期間があったため。平成31年度は、4月
の移転により利用団体層や利用形態に変化が生じているため。また、七夕まつり期間中やコロナウイルス
感染症対策により利用できない期間があったたため。

－

地域団体等が実施する防災訓練数（年間） 回 410 416 407 403 332 － 令和５年度目標値を上方修正

ほっとメールひらつか（地震風水害情報）の登録者数 人 9,053 8,982 8,960 9,374 9,000 － －

成
果
指
標

分野別施策の指標一覧

平成28年度実績値は目標値を達成したが、平成28年12月に公布された「義務教育の段階における普通教
育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」等を踏まえ、不登校を問題行動と捉えず、環境によって
は誰にでも起こり得ることとし、将来の社会的自立に向けて、家庭や関係機関等と連携し、多様な支援を行
うようになったため。

１－① 子どもの学びを充実する

１－② 教育環境を充実する

１－③
生涯学習や芸術・文化活動
の環境を充実する

１－④
誰もが気軽にスポーツを楽し
む環境を充実する

分
野
別
施
策

１－⑤
青少年の健全育成を推進す
る

１－⑥
活発な市民の交流を促進す
る

１－⑧
人権尊重・男女共同参画を
推進する

２－① 子育て支援を充実する

２－② 健康づくりを推進する

２－③ 地域福祉を充実する

２－④ 高齢者福祉を推進する

２－⑤ 障がい者福祉を推進する

２－⑥ コミュニティ活動を促進する

２－⑦ 防災対策を強化する

※平成29年３月に国の「いじめの防止等のための基本的な方針」が改定さ れ、

　　いじめの解消の定義が見直されたことに伴い、いじめが解消している状態の
　　とらえ方が変更されたため、本指標は、今回の評価の対象外としています。



区
分

施策
番号

施策名 指標名
指標の
種類

単位
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
平成31年度

実績値
平成31年度

目標値
目標値に達しなかった理由 基本計画の見直しにおける対応

緊急輸送路等にかかる橋りょうの耐震化進捗率 ％ 57 70 73 77 70 － －

国道に埋設されている公共下水道施設の耐震化進捗率 ％ 13 14 15 15 29 道路管理者との占用協議に時間を要し工事着手が遅れ、工事も繰越しているため。 指標内容の変更

建物の耐震化に関する補助制度周知数（年間） 回 16 17 18 18 15 － －

土のうステーションの設置数 箇所 11 11 12 13 12 － －

窃盗犯の発生件数（年間） 件 893 794 686 680 880 － 令和５年度目標値を上方修正

交通事故発生件数（年間） 件 1,060 922 843 716 970 － 令和５年度目標値を上方修正

消費生活相談において消費者自らが相手方と交渉でき
るよう助言した件数の割合

％ 81 85 89 87 82 － －

住宅用火災警報器設置率 ％ 84 85 85 85 85 － －

普通救命講習修了者数（累計） 人 48,034 51,152 53,897 56,382 52,000 － 令和５年度目標値を上方修正

二酸化炭素総排出量（年間） 千t-CO2 1,845 1,746 1,810 1,935 1,603 大型ショッピングモールの開設や自動車の保有台数の増加等、経済活動の活性によって、CO2排出量が
押し上げられたため。

指標内容の変更

大気汚染に係る環境基準達成率 ％ 80 80 80 80 80 － －

里山保全活動への参加者数（年間） 人 476 478 468 425 400 － 令和５年度目標値を上方修正

環境学習への参加者数（年間） 人 1,080 1,701 1,804 2,141 1,100 － 令和５年度目標値を上方修正

１人１日当たりのごみ排出量（年間） ｇ 897 881 871 878
（速報値）

894 － 令和５年度目標値を上方修正

ごみの資源化率 ％ 24.9 25.4 25.4 25.3
（速報値）

26.5 焼却残渣の資源化量の伸び悩みや古紙・空き缶類の排出量の減少傾向が影響しているため。 －

橋りょう長寿命化の実施率 ％ 4 15 21 26 53 平成28年度及び29年度の国庫交付金の交付率が低かったことから計画全体で遅れが生じているため。 指標内容の変更

公共下水道（合流区域）長寿命化の整備進捗率 ％ 8 11 13 24 37 国庫補助金が減少する年度もあり進捗が遅れているため。 指標内容の変更

自転車関連事故の発生件数（年間） 件 287 248 242 216 260 － －

駅周辺の放置自転車台数 台 103 99 49 31 180 － 令和５年度目標値を上方修正

市民団体による公園管理の割合 ％ 65.9 65.8 64.6 64.8 63.0 － 令和５年度目標値を上方修正

バリアフリー化を図った公園数（累計） 箇所 25 26 28 28 27 － 令和５年度目標値を上方修正

花の名所の箇所数 箇所 11 11 12 12 12 － －

路線バスの乗り継ぎ環境の整備進捗率 ％ 47 47 47 53 65 サイクル＆バスライド（バス停付近の駐輪場）の用地確保が年度内に完了しなかったため。 －

幹線道路のボトルネック交差点の改良進捗率 ％ 15 16 17 17 40 地権者との協議に期間を要したため。 －

産業間連携による新事業支援件数（累計） 件 16 25 32 35 29 － 指標内容の変更

創業者数（年間） 人 22 25 22 33 20 － 令和５年度目標値を上方修正

名産品協議会が各種物産展等に出店した日数（年間） 日 40 36 37 36 38 平成28年度実績値は目標値を達成したが、平成31年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、出
店を予定していた物産展等が中止となったため。

－

魅力化実施店舗数（累計） 店舗 31 39 46 53 50 － －

商店街団体等主催・共催のイベントの来場者数（年間） 人 92,997 101,340 99,289 76,184 116,000 平成30年度に新たなイベントを追加したが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響などにより、イベントの
中止等があったため

指標内容の変更

中小企業（製造業）の事業拡大に伴う設備投資に対す
る助成件数（累計）

件 8 10 13 13 16 中小企業の設備投資に対する助成の実績は順調に伸びてきたが、平成３１年度は消費税率の引き上げ等
の経済的背景により、市内中小企業の設備投資意欲に歯止めが生じたため。

－

工場の新規立地や増築に対する助成件数（累計） 件 18 22 25 30 31
市内にある製造事業所の増設は順調に推移してきたが、新規立地については工場適地を求める問い合わ
せは多かったものの要望に合致する用地がなく、３０件の補助実績のうち新規立地は累計４件と件数が伸
びなかったため。

－

農地利用集積面積 ha 113 117 122 128 120 － 令和５年度目標値を上方修正

漁港施設の機能保全（更新率） ％ 6 19 35 46 38 － －

入込観光客の数（年間） 万人 729 765 755 734 736 平成29年度及び30年度実績値は目標値を達成したが、平成31年度は台風等の天候の影響により主要な
観光施設の利用客が減少したため。

令和５年度目標値を上方修正

市と関係団体で作成した観光メニューの件数（累計） 件 4 8 9 10 6 － 令和５年度目標値を上方修正

合同就職面接会に参加した市内の企業数（年間） 社 15 11 19 21 18 － 令和５年度目標値を上方修正

勤労者向け融資制度の新規利用件数（年間） 件 37 37 14 5 110
総合計画策定時は、消費税引き上げの影響による駆け込み需要により本制度を利用して自動車などの耐
久消費財を購入する方が多かったため、利用件数が多くなっていた。その後、最低賃金の引き上げや市中
の銀行による低金利商品の提供等の経済的な背景により本融資制度の利用が伸びなかったため。

指標の変更

労働セミナー参加者の満足度の割合 ％ 84.6 78.7 83.1 71.4 90
平成３０年度から順次施行された「働き方改革」を中心としたセミナーを開催してきた。７割以上の参加者に
は良い評価をいただいているが、掲げたテーマに対する様々な受講者の意識や取り組み状況の違いが
ニーズとの差を生じ、高評価に至らなかったため。

－

４－⑦
新たな産業拠点の形成を推
進する

ツインシティ大神地区土地区画整理事業の進捗率 ％ - - 2 33 40 軟弱地盤の対策工事や建物移転の交渉に期間を要したため。 －

成
果
指
標

分
野
別
施
策

分
野
別
施
策

２－⑧
災害に強いまちづくりを推進
する

２－⑨
日常生活の安心・安全を高
める

２－⑩ 消防・救急体制を強化する

３－①
環境にやさしいまちづくりを
推進する

自然環境の保全を推進する

３－③
循環型社会の形成を推進す
る

３－④
快適な生活環境の形成を推
進する

３－⑤
花とみどりにあふれるまちづ
くりを推進する

３－⑥ 交通の利便性を高める

４－④ 農業・漁業を振興する

４－⑤ 観光を振興する

４－⑥
雇用の確保と働きやすい環
境づくりを促進する

４－① 産業の活性化を促進する

４－②
商業の活性化と中心市街地
のにぎわいづくりを推進する

４－③

３－②

工業を振興する


